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A Preliminary Study of the Process by Which 
Japanese High School Students Choose  

an Overseas University 
(Cases in Which Overseas Exchange Program Alumni Go to 

an English-Speaking-Country) 

Aya IWAMOTOA

Abstract: The purpose of this study is to explain the process by which Japanese high 
school students who had already experienced an overseas exchange program chose a 
university in an Englsh-speaking-country. 10 university students who had already 
participated in an exchange program and then had considered spending their whole 
university life abroad were interviewed. The data were then analyzed with the 
Modified Grounded Theory Approach. The process was explained as follows: they had 
developed an image of their future selves through their exchange experiences, 
especially through the interactive classes they had experienced during the exchange 
program, and feeling that they would be limited by the learning culture in Japan, had 
determined that studying abroad for university would help them attain that image.  
Keywords: study abroad, overseas exchange program during high school, university 
choice, English-speaking-country, M-GTA 
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1.2	
 海外進学を選択するプロセスに関する先行研究 
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1.2.2	
 留学を決意するプロセス 
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1.3	
 本研究の視座：過去の留学体験と海外進学の関係 
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 研究課題	
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 研究方法	
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3.1 調査対象者 
対象者は、高校時代に交流団体Xの高校交換留学プ

ログラムに参加し、その後英語圏の大学[4]への進学を

検討した 10 名の大学生（調査時）である（表 2）[5]。

内訳は実際に海外進学した人は6名、検討したが最終

的に国内進学を選んだ人が 4 名である。4 名の国内進

学者は、途中まで海外進学者と同様のプロセスをたど

っており、彼らを含めて分析することで海外進学選択

のプロセスがより多面的に明らかになると考えた。調

査対象者の卒業時において、卒業高校の中に海外進学

に力を入れている高校はなかった。対象者の募集は以

下のように行った。まず交流団体Xからインタビュー

に協力を得られる人の紹介を受けた。さらに、紹介さ

れた対象者に、インタビューに協力を得られる人の紹

介を依頼し、対象者を増やした。また、後述するオリ

エンテーション等で知り合った人にも協力を依頼した。 
 
3.2 調査対象者と調査実施者との関係 
調査実施者は筆者である。筆者は 2013 年から交流

団体Xに調査協力を得ており、本調査以前にパイロッ

ト的なグループインタビューや、交流団体Xが高校生

向けに実施するオリエンテーション等の見学を行った。

また、交流団体Xの担当者と面談を重ね、高校交換留

学について理解を深めた。本調査の対象者には、オリ

エンテーション等で知り合った2名が含まれるが、そ

の他の8名は筆者と事前の面識はなかった。そのため、

事前のメールのやり取りやインタビュー冒頭の時間を

使って、信頼関係の構築に努めた。また、筆者の意図

に沿った発言がされないよう、言葉の使い方には注意

を払うとともに、インタビュー終了後には感想を求め

て、対象者の本意を確認した。さらに、発言の趣旨が

不明な点、追加の質問などがあれば、後日対象者にメ

ールで問い合わせた。これらのことから、率直で詳細

なデータを収集することができたと考えている。 
 

3.3 データの収集方法 
10 名それぞれに対して、2013 年秋から 2015 年秋

の間に1回ずつ、1対1の半構造化インタビューを行

った。1名当たりの平均所要時間は131分であった。

インタビューでは、高校交換留学中および大学入学後

の成長体験をそれぞれ 3〜5 つ程度挙げてもらうこと

を中心に、帰国後の生活や大学進学に至る過程などを

自由に話してもらった。大学進学に至る過程について

は、各調査対象者の語りの流れを遮らないようにしつ

つ、「なぜ海外進学しようと思ったか」「日本の大学で

はだめだったのか」「親や周囲の反応はどうだったか」

「将来ビジョンはあったか」「入学前の想像と違ってい

たことはあるか」などを質問した。インタビューは許

可を得て録音し、逐語録を作成した。 
 

3.4 データの分析方法 
分析には修正版グラウンデッド・セオリー・アプロ

ーチ（M-GTA）を用いた。1960 年代にグレーザーと

ストラウスによって考案されたグラウンデッド・セオ

リー・アプローチ（GTA）は、ボトムアップで領域密

着型理論を生成しようとする研究法で、M-GTA はそ

れをより実践しやすいよう、分析プロセスの明確化を

図ったものである 25)。M-GTA で最終的に生み出され

るのは、「人間集団の行動に関する説明と予測を可能に

する理論である」26)。本研究において「人間集団」は

「英語圏の大学への進学を検討する高校交換留学体験

者」であり、彼らが英語圏の大学への進学を決めてい

 

表2 調査対象者一覧 

仮名 性別 留学派遣先 出身地 派遣時 帰国時
[6] 進学先 大学専攻 調査時学年

月子 女 ベルギー 関東 高3 進級 米・州立大 美術 4
哲也 男アメリカ 中部 高3 原級 米・リベラルアーツカレッジ 経済学,数学 2
亨

尚之

仁奈

典子

夏帆

春樹

貴広

千夏

男アメリカ

男 チリ

女 アメリカ

女 アメリカ

女 中国

男アメリカ

男アメリカ

女 アメリカ

関東 高1 進級 米・リベラルアーツカレッジ 映画・メディア研究 3
近畿高2 原級 米・リベラルアーツカレッジ 経済学 2
関東 高3 原級 米・リベラルアーツカレッジ 音楽 2
中部 高2 進級 米・コミュニティカレッジ 未定 1
近畿高2 進級 日・私立大 観光 4
関東 高2 進級 日・私立大 経済学 4
関東 高2 進級 日・私立大 法律 4
近畿高2 原級 日・私立大 コミュニケーション 4
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 結果と考察	
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図2 高校交換留学体験者が英語圏の大学への進学を決めていくプロセス 
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4.1	
 《高校留学での手応え》 

10 24)

アメリカでいろんな国の人と会って、

すごい世界を見ることができたので、大学入ってもで

きればそれを続けていきたいなって思った

高校１年間では足りないな

と

< >  

< >

 
 
日本の企業がアメリカの議会に呼ばれたりした時に、

今度はうまく立ち回れるように、（中略）ちゃんと分

かってる人が必要なんだろうなって。（中略）もっと

アメリカの文化といいますか、社会的な規範みたい

なのを勉強して、（中略）日本の産業を手助けできる

ようなっていう、そういう人材が必要だし、そうい

う人材になりたいなと思った  
 

<
>

 
 
最終的に高校でもまあ自分なりにやれるなあって思

ったのと、これだったら、まあ英語力もそれなりに

ついてきたので、（アメリカの大学に）行ってもいい

のかなって思いましたね。  
 

< >  
 
1 回スペイン語でくぐり抜けてきたような自信もあ
るし、（中略）割と元々の言葉の枠組みとしては、（ス

ペイン語は）日本語よりは（英語に）全然近いじゃ

ないですか  
 
よく分かんないとこに行くのは、多分誰もそんな簡

単にできることじゃないかなと思うんですけど、そ

ういうのにどんどん、ズバズバ行けるようになった

っていうのが、自分の中では結局留学を通して大き

かったのかなと思います  
 

 
 
4.2	
 《英語圏進学へのためらい》 

4

やっぱり日本の大学での学生生活を経験[7]したかっ

た

< >  
< >
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自分は、アメリカ高校留学して、そういうふうに（筆

者注：日本のやり方はおかしいと思うように）なっ

て帰ってきてるなと。アメリカにまた大学 4年間行
ったら、もっとそれが強まって帰ってくるかもしれ

ない。自分の最終的なゴールとしては、日本社会に

っていう気持ちがあるので。あ、そうか、うまくい

かないかもしれないんだなっていうことを思ったん

ですよね。  
 

< >
< >

< >

アメリカで4年間勉強したっていうことは高校留
学に比べるともっと有利になっちゃうって思います

< >

 
< >

< >

1  
 
日常会話とかはペラペラしゃべれてもアカデミック

になったら絶対、違うというのもあったし、アメリ

カの大学って、日本の大学と違って勉強だけできて

も入れてもらえないというのを聞いて。

 
 

経済的に

学費がどうとか、実際的に、英語、語学的についてい

けるのとか、あと試験があったりとかもあったので

[8]  
 
4.3	
 《国内では不十分と判断》 

 

<
>

 
 
ヨーロッパの子たちの影響がすごく大きくて、私に

とっては。私はもっと考えたいなって思って。その

興味のあることをどんどんどんどん考えて、議論し

て何か新しいものが生まれてみたいな。そんな勉強

がしたいなって思ったんですね  
 

 

< >
1
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4.3	
 《国内では不十分と判断》 

 

<
>

 
 
ヨーロッパの子たちの影響がすごく大きくて、私に

とっては。私はもっと考えたいなって思って。その

興味のあることをどんどんどんどん考えて、議論し

て何か新しいものが生まれてみたいな。そんな勉強

がしたいなって思ったんですね  
 

 

< >
1

 

いろんなことに興味が

あった  
 
（アメリカの大学では）美術専攻でやっていても、や

っぱり天文学勉強しようかなと思えば、紙 1枚でふ
いっと変えられるんですよ。だからそういうシステ

ムを知ったときに、（中略）すごく、あ、いいなって。

 
 

<
>

 
 
A大学とかB大学は、英語も使えるし、海外留学と
かもできそうだし、C大学とかだったらリベラルア
ーツっていうんで、いろんな科目を勉強できるって

いう点でも魅力を感じてた  
 

 
 
アメリカのリベラルアーツの大学と比べたら、確立

してないというか、自分が入っても、結局不満にな

っちゃうんじゃないかな、満足いかないんじゃない

かな、っていうふうに感じた  
 

<
> <

>

3
 

 
サークル活動、劇団やってるらしいんですけど、そ

れが忙しいあまり留年するみたいな話をきいて。こ

れちょっと違う、自分の求めるものと違うなあって

 
 

日本の大学に進学した友達みんな、ほんとに日本の

大学つまらないって言って、あ、そうなんだって思

ってしまった  
 

< > <
> <

>

大学でどん

な勉強ができるんだろうって考えたときに、大講義室

でただただ聞いてただただ単位を取って卒業していく

のか、私、みたいな感じで考えた

 

 
 
4.4	
 《サポート獲得に動く》・<国内進学先も確保> 

OB

< >
 

 
Y（奨学金団体）のサポートはすごく大きくて。リ
ベラルアーツの大学っていうのを勧めてくれたこと

をはじめとして、学校ごとに興味を持ち始めたら、

その学校に通ってる学生とか、そこの卒業生とかに

連絡先教えてくれて、質問を送ったりとか。
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1 1

フェイスブックで見つけて、あーって思って何度もメ

ッセージ送ったりしても返してくださったりした先輩

もいた  

<
> 合格したら入学して、

8月までは行って、そこで休学（筆者注：退学）して、
アメリカの大学に行こうと思ってた

日本の大学に入れる能力を持った人材

いろいろ日本での大学生活について経験

一応日本に残ったと

きのことを考えたときに、まあそこには行こうと思っ

て  

<
> AO

<
> <

>
< >

 
	
 

５	
 総合考察	
  
5.1	
 理論的示唆 

1

<
>
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16)  

6 4

 
2
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5.2	
 実践的示唆 
<

>

 
選考に受かって、実際に奨学金をもらえるっていう

段階になってやっと、アメリカの大学にいくっていう

のが決定した

1

[9]

 
< >

1

27)

 
 
６	
 おわりに	
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